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播種性血管内凝固（DIC）に関する診療と研究は日本がこれまで世界をリードしてきた領域

です。わが国で広く使用されてきた急性期 DIC 診断基準ですが、策定から 18 年が経過し、

SIRS スコアが臨床使用されなくなったなどいくつかの課題が生じました。この度、SIRS 基

準を除きカットオフを 4 点から 3 点へと変更した「改訂版急性期 DIC 診断基準（JAAM-2 

DIC 診断基準）」が公開となりましたので、お知らせいたします。JAAM-2 DIC 診断基準を

幅広く臨床使用いただくとともに、その有用性について評価を続けてまいります。 

 

なお、DPC における DIC コーディングルールで使用する診断基準を JAAM-2 DIC 診断基

準へ差し替える件については厚労省と協議中です。 

 

今回改訂となった JAAM-2 DIC 診断基準 

 ポイント JAAM DIC（旧） JAAM-2 DIC（新） 

Platelet counts 

3 
< 80 × 109/L 

or > 50% decrease/24 h 

< 80 × 109/L 

or > 50% decrease/24 h 

1 
≥ 80, < 120 × 109/L 

or 30-50% decrease/24 h 

≥ 80, < 120 × 109/L 

or 30-50% decrease/24 h 

FDP or D-dimer 
3 ≥ 25 μg/mL ≥ 25 μg/mL 

1 ≥10, < 25 μg/mL ≥10, < 25 μg/mL 

Prothrombin time 1 ≥ 1.2 ≥ 1.2 

SIRS スコア 1 ≥ 3 評価しない 

DIC 陽性の基準点  4 点以上 3 点以上 
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